
証券コード：4975

株主・投資家の皆様へ
第62期

JCUREPORT
中間報告書（2021.4.1　 2021.9.30）

C O N T E N T S

JCU AT A GLANCE 1

トップインタビュー 3

TOPICS 5

連結財務諸表 7

株式の概況 / 会社概要 9

表 面 処 理 技 術 か ら

未 来 を 創 造 す る

010_0280801602112.indd   2010_0280801602112.indd   2 2021/11/25   14:21:262021/11/25   14:21:26



セグメント別
業績概況

J C U  A T  A  G L A N C E

 売上高

11,654百万円
前年同期比20.5％増

営業利益

4,350百万円
前年同期比49.1％増

 経常利益

4,430百万円
前年同期比50.0％増

親会社株主に帰属する四半期純利益

3,078百万円
前年同期比53.0％増
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電子分野 
中国　タブレットなどの高機能電子デバイス、サーバー向けプリント基板の需要が増加しました。新規に獲得したライ

ンでの稼働が本格化したことで、薬品需要は大幅に増加しました。 
台湾　高機能電子デバイス、サーバー向け半導体パッケージ基板の需要が増加しました。新規ラインの獲得により、薬

品需要は増加しました。 
韓国　半導体需要が旺盛なことを受け、半導体パッケージ基板の需要が増加しました。新規ラインの獲得により、 薬品需

要は大幅に増加しました。
装飾分野 
日本　自動車や自動車部品の輸出がコロナ禍以前を上回る水準で推移し、薬品需要は大幅に増加しました。 
中国　自動車産業の回復基調が継続し、薬品需要は大幅に増加しました。半導体不足による自動車生産減少の影響はあ

りませんでしたが、引き続き注視しております。

セグメント別
業績概況
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自動車部品向けの設備投資は、先送り案件の再開など回復の兆しはあるものの、新規投資は慎重姿勢が継続し、売上高は大
幅に減少しました。

その他事業におきましては、売上高は0百万円（前年同期比96.1％減）となり、セグメント損失は7百万円（前年同期はセグメ
ント損失40百万円）となりました。
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代表取締役社長 兼 CEO　　木村 昌志

企業理念

表面処理技術から
未来を創造する

前期比増収増益に向けて中間期までは順調
に推移しています。配当は中間・期末とも

に2円増配、通期では4円増配の年54円配を計画し
ており、12期連続の増配を実施できると考えていま
す。コロナ禍の巣ごもりでパソコン、タブレットな
どの需要が増えました。また環境意識の高まりから、
自動車はEV化が進んでいます。半導体不足や、コロ
ナ禍の影響で部品が届かないといった問題は出てい
るものの、特に電子関連企業は設備投資が活発化し
ていて、これは当社にとってプラス材料です。一方、
中国は電力不足や、中国恒大集団の過剰債務を引き
金とするバブル崩壊懸念、団塊世代の高齢化などを
抱え、マクロ経済の先行きを注視しています。

1月に本格稼働を開始した湖北工場の安定
稼働、安定供給体制の確立を最優先とし

て、台湾、韓国では当社の高いシェアの維持と拡
大、ベトナムでは供給サポート体制の強化、インド
では長期戦略の構築、米国では自動車分野における

トップインタビュー

中間期は順調、コロナ禍明けには
海外でトップ営業へ

事業環境をどう分析していますか？Q

A

2024年3月期までの中期経営計画における
グローバル戦略を教えてください。Q

A

代表取締役社長 兼 CEO　　木村 昌志
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環境負荷低減製品の拡販、電子分野における先端技
術の情報収集と収集した情報の開発戦略への落とし
込みと、それぞれ戦略を打ち出しました。これらを
確実に実行していきます。定期的にモニタリングを
行い、遅れが予測される場合は、計画通り進めるた
めの施策を早期に打ち出していきます。そのために
も早く、国家間の往来が自由にできるようになって
ほしいですね。

コロナ禍で国内、海外ともにお客さまのと
ころに自由に行けない状況が続いています。

ウェブや電話での対応に加え、海外においては現地
法人のスタッフが精力的に動いてくれているおかげ
で、今のところ大きな影響は出ていません。コロナ
禍が収束した際には、トップ営業で、お客さまとの
さらなる関係強化を目指していきます。

地球規模でビジネスを考える会社にしてい
きたい。当社には強い技術力があります。「表

面処理技術から未来を創造する」を企業理念に、当
社の技術によって世の中、人々の幸せに貢献しよう
としています。環境負荷低減製品の開発、温室効果
ガスを排出しないカーボンフリーへの努力、企業ガ
バナンスの強化など、すべて着実に実行しなければ
会社の存続はあり得ません。利益を創出しながら社
会の要求にも応えていく会社にする、そのために人
材育成に力を注ぎます。まずは海外経験者を増やす
ために、海外短期研修制度を設けました。グローバ
ルに活躍できる人材、技術的専門性の高い人材な
ど、幅広く育成していく予定です。

めっき技術は環境規制物質を使わない方向
へ大きく変わりました。カーボンフリーへ

の要求も非常に高くなっています。人体に有害とさ
れる物質を使用しないことはもちろんのこと、自社
製品の製造プロセスのみでなく、サプライチェー
ン・製造過程すべてのカーボンフリーを念頭に開
発をしていきます。

株主・投資家の皆様におかれましては、これまで
以上のご愛顧ご支援を賜りますようお願い申し上
げます。

顧客への手厚いサポートはJCUの強みのひ
とつですが、コロナ禍の影響はありますか？Q

A

CEO（最高経営責任者）に就任から半年が
過ぎました。JCUをどんな会社にしていきた
いですか？

Q

A

「地球規模で考える」会社に
していく

表面処理技術によって、どんな未来を創造
していくか、「夢」の提供も大事になりますね。Q

A
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　このたび中国湖北省に建設した、中国初となる大型自社
工場およびテクニカルセンターが本格稼働を開始しました。
湖北工場は、敷地面積約50,000㎡の土地に床面積が約
22,000㎡の建屋を建設し、工場棟ならびにテクニカルセン
ター棟を配置しています。海外での自社工場は、韓国、タ
イ、ベトナム、メキシコに次いで 5 ヵ国目となり、新潟

（上越市）にあるマザー工場の敷地面積（約20,000㎡）を上回
る、グループ最大規模の自社工場となっています。
　工場棟およびテクニカルセンター棟は2018年9月に着
工、2019年12月に完成しましたが、世界的に感染が拡大
した新型コロナウイルス感染症の影響により、稼働開始は
予定より約6ヵ月遅れ、試生産等の準備期間を経て今年

（2021年）1月からようやく本格稼働、およびサービス活動
を開始しました。
　これまで中国では、お客さまからのめっき試作、評価試
験依頼は、サンプルを日本の総合研究所に送付して対応し
ていました。建設したテクニカルセンター棟では、お客さ
まの工場に設置されている生産ラインに近い大型のパイロ
ットプラント装置を導入し、生産現場を想定した試作・評
価試験を中国内で対応可能にしています。また、多くの解
析機器・分析装置も取り揃え、迅速な対応を実現するとと
もに、グループ薬品セグメント売上高の4分の1を占める中
国市場でのお客さまサポート体制を強化しました。
　薬品の生産・提供に関しては、リスク分散の観点から既

JCU表面技術（湖北）有限公司が本格稼働を 開始しました！
Topics

存の委託生産先も併用し、2025年までに中国での自動車部
品向け・電子分野向け薬品の総生産予定量のうち、約半分
を自社工場から提供してまいります。

　工場棟は二階建てになっており、自動充填ライン、無人
フォークリフト（AGV）による製造～倉庫保管の自動化と生
産管理システムを導入、原料納入から製品出荷までの製造
データの一元管理を行うことにより、作業の効率化を図り
ました。二階は調製作業エリアとして区分けし、真下の一
階に充填作業エリアを設けることで、配管距離を最短にし、
充填作業後の洗浄水の使用量を削減しました。
　また工場の屋上には、太陽光パネルを計2,200枚設置、
想定最大電気使用量の約半分をクリーンエネルギーで賄い、
地球環境に配慮した設備となっています。

湖北工場の外観
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JCU表面技術（湖北）有限公司が本格稼働を 開始しました！

　湖北工場でのDX活用、スマート工場化をモデルケース
に、新潟にあるマザー工場、および海外他拠点の生産工場
に展開していき、災害・地政学リスクに対応できる生産・
供給網を構築し、グローバルで連携した管理体制にも注力
していく計画です。

自動充填機

　当社は今後も、中国を中心とした近隣国市場における自
動車部品向け、電子分野向け表面処理薬品の更なる拡販、
サポート力の強化を実施するとともに、当社が目指す姿で
ある「持続可能な成長を続けるグローバル企業」を実現する
ため、どこの国・地域においても製品、サービスを安定提
供できる体制を構築してまいります。

無人フォークリフト（AGV）

湖北省
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連結貸借対照表

連結損益計算書

（単位:百万円）

（単位:百万円）

 当中間期
（2021年4月1日～2021年9月30日）

 前中間期
（2020年4月1日～2020年9月30日）

前期
（2021年3月31日）

当中間期
（2021年9月30日）

前期
（2021年3月31日）

当中間期
（2021年9月30日）

資産合計
36,941

流動資産
28,598

固定負債
1,167

負債・純資産合計
36,941

流動負債
4,816

純資産
30,957

固定負債
1,470

負債・純資産合計
35,224

流動負債
6,050

純資産
27,703

固定資産
8,343

資産合計
35,224

流動資産
26,724

固定資産
8,499

資産の部 負債・純資産の部

売上高
11,654

売上総利益
7,589

営業利益
4,350

経常利益
4,430

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
3,078

売上高
9,673

売上総利益
6,096 営業利益

2,917
経常利益
2,953 親会社株主に

帰属する
四半期純利益
2,012

連結財務諸表
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▶︎詳細な財務情報は、当社ホームページ「決算短信」よりご覧いただけます。 h t t p s : / / www . j c u - i . c o m /

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

 当中間期
（2021 年 4 月 1 日～2021 年 9 月 30 日）

1,533 13,652△948
12,685 △96

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
478

現金及び
現金同等物の

期首残高

2021年
4月1日現在

2021年
9月30日現在

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位:百万円）

● 資産
　資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,717百万円（4.9％）増加し、
36,941百万円となりました。流動資産は、主に現金及び預金は減少したも
のの、受取手形、売掛金及び契約資産の増加、商品及び製品の増加により
1,873百万円（7.0％）増加し、28,598百万円となりました。固定資産は、
主に有形固定資産が増加したものの、投資有価証券の減少、繰延税金資産
の減少により156百万円（1.8％）減少し、8,343百万円となりました。
● 負債
　負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,536百万円（20.4％）減少し、
5,983百万円となりました。流動負債は、主に支払手形及び買掛金の減少、
法人税支払いによる未払法人税等の減少により1,233百万円（20.4％）減少
し、4,816百万円となりました。固定負債は、主に確定拠出年金制度への
移行に伴う移行金の支払いによる「その他」に含まれる長期未払金の減少に
より303百万円（20.6％）減少し、1,167百万円となりました。
● 純資産
　純資産合計は、買付取得による自己株式の増加、配当金支払いによる利益
剰余金の減少の一方、為替換算調整勘定の増加、親会社株主に帰属する四半
期純利益の計上による利益剰余金の増加により、前連結会計年度末に比べ

3,254百万円（11.7％）増加し、30,957百万円となりました。
● 営業活動によるキャッシュ・フロー
　主に仕入債務の増減額が前年同期と比べ208百万円増加し、税金等調整前
四半期純利益が前年同期と比べ1,475百万円（49.9％）増加したものの、売上
債権の増減額が前年同期と比べ2,550百万円減少、棚卸資産の増減額が前年
同期と比べ1,053百万円減少し、法人税等の支払額が1,678百万円と支出が
前年同期と比べ697百万円増加したことで営業活動によるキャッシュ・フローは
96百万円の支出（前年同期は3,419百万円の収入）となりました。
● 投資活動によるキャッシュ・フロー
　主に定期預金の増減額が前年同期と比べ918百万円増加し、有形固定資産
の取得による支出が144百万円と前年同期と比べ支出が333百万円減少した
ことにより、投資活動によるキャッシュ・フローは1,533百万円の収入と、前年
同期と比べ収入は1,219百万円（388.7％）の増加となりました。
● 財務活動によるキャッシュ・フロー
　主に配当金の支払いと自己株式の取得により、財務活動によるキャッシュ・
フローは948百万円の支出と、前年同期と比べ支出は113百万円（13.6％）の
増加となりました。

財務のポイント

8JCU REPORT
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9 JCU REPORT

株式の状況
発行済株式総数………………………………………………  27,870,454株
株主数…………………………………………………………………4,172名

所有者別株式分布状況

大株主の状況
株主名 持株数（株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,252,700 12.43

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 2,316,981 8.85

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,466,200 5.60

日本パーカライジング株式会社 908,000 3.47

日本高純度化学株式会社 880,000 3.36

荏原実業株式会社 800,000 3.05

株式会社S･D･PA 800,000 3.05

日本化学産業株式会社 744,000 2.84

JP MORGAN CHASE BANK 385632 678,941 2.59

神谷理研株式会社 640,000 2.44

栄電子工業株式会社 640,000 2.44

（注）持株比率は自己株式（1,711,040株）を控除して計算しております。

24.16%

18.82% 15.28%

34.95%

0.66%
6.14%■ その他国内法人

 9,739,200株 34.95％

■ 個人・その他
 4,257,671株 15.28％

■ 金融機関
 5,246,400株 18.82％

■ 外国人等
 6,732,823株 24.16％

■ 証券会社
 183,320株 0.66％

■ 自己名義株式
 1,711,040株 6.14％

（注）臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含みます。）は、年間の平均
人員を（　）外数で記載しております。

商 　 　 　 号 株式会社JCU（2012年10月1日より）
本 社 所 在 地 東京都台東区東上野四丁目8番1号 TIXTOWER UENO 16階
設 　 　 　 立 1968年（昭和43年）4月1日
資 　 本 　 金 1,245,044,902円
事 　 業 　 所 ■ 国内

総合研究所　 生産本部　 大阪支店 　名古屋支店
九州営業所

■ 主要な連結子会社
JCU (上海) 貿易有限公司
JCU (THAILAND) CO., LTD.
台湾JCU股份有限公司
JCU VIETNAM CORPORATION
JCU KOREA CORPORATION
JCU (深圳） 貿易有限公司
PT. JCU Indonesia
JCU AMERICA, S.A. DE C.V.（メキシコ）
JCU INTERNATIONAL, INC. (アメリカ)
JCU CHEMICALS INDIA PVT. LTD.
JCU 表面技術（湖北）有限公司
株式会社そらぷちファーム

役 員 一 覧 
代表取締役社長兼ＣEＯ 木 村 　 昌 志
常務取締役常務執行役員 大 森 　 晃 久
常務取締役常務執行役員 新 　 　 隆 徳
常務取締役常務執行役員 池 側 　 浩 文
取 締 役 常 務 執 行 役 員 井 上 　 洋 二
取 締 役 常 務 執 行 役 員 荒 明 　 文 彦
社 外 取 締 役 森 永 　 公 紀
社 外 取 締 役 山 本 　 眞 弓
社 外 取 締 役 清 田 　 宗 明
社 外 取 締 役 板 垣 　 昌 幸
常 勤 監 査 役 中 澤 　 隆 司
社 外 監 査 役 市 川 　 充
社 外 監 査 役 河 藤 　 小 百 合
社 外 監 査 役 二 瓶 　 晴 郷
執 行 役 員 萩 原 　 秀 樹
執 行 役 員 鈴 木 　 智 雄
執 行 役 員 今 井 　 豊 一
執 行 役 員 大 野 　 晃 宜
執 行 役 員 冨 田 　 則 之
執 行 役 員 明 石 　 浩 治
執 行 役 員 松 浦 　 光 芳
執 行 役 員 宮 本 　 忠 彦

従 業 員 数 連結561名（12名）単体250名（12名）

株式の概況／会社概要　  （2021年9月30日現在）
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株主メモ

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

剰 余 金 の
配 当 基 準 日

期末配当　 　3月31日
中間配当　 　9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人
及び特別口座の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

公 告 方 法 電子公告（https://www.jcu-i.com/）
ただし、やむを得ない事由によって、
電子公告による公告をすることができな
い場合には、日本経済新聞に掲載して行
います。

お 問 合 わ せ 先 みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
ホームページ：
https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/
index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
 (土・日・祝日を除く 9:00～17:00)

◦ご注意　特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式売買は
できません。証券会社等に口座を開設し、株式の振替手続を行ってい
ただく必要があります。

ホームページでは、当社の企業情報をはじめ事業情報や、
株主・投資家の皆様向けの情報として、決算発表資料等を
適時掲載しております。

ホームページのご案内

https://www.jcu-i.com/

検索J C U

トップページ

IRページ（決算説明動画）
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〒110-0015　東京都台東区東上野四丁目8番1号
TIXTOWER UENO 16階
TEL: 03-6895-7001　FAX: 03-6895-7021
https://www.jcu-i.com/

株主還元について

利益配分に関する基本方針

当社は、持続的な成長を達成するため手

元流動性を確保し、安定した財務基盤を

維持しつつ、成長投資を継続してまいり

ます。配当は、安定増配基調継続を目指

し、機動的な自己株式の取得による株主

還元の実施を基本方針としております。

株 主 ひ ろ ば

0

60

30

第53期
（2013年3月期）

第58期
（2018年3月期）

第59期
（2019年3月期）

第62期
（2022年3月期）

27
（予想）

27

54
（予想）

25

25

50

32.5

第57期
（2017年3月期）

30

第56期
（2016年3月期）

22.5

第55期
（2015年3月期）

13.75

第54期
（2014年3月期）

10

42.5

25

17.5

第61期
（2021年3月期）

23.5

25

48.5

第60期
（2020年3月期）

22.5

22.5

45

■ ■ 期末　 ■ ■ 中間配当金（円）

7.5

第52期
（2012年3月期）

1：2の株式分割

1：2の株式分割
1：2の株式分割

(注) 2014年10月1日付、2017年4月1日付、2018年4月1日付でそれぞれ普通株式1株につき2株の割合で
株式分割を行っております。2019年3月期以前については、当該分割後を基準に算出した数値を表示
しております。

＊ 株価、時価総額は2011年3月末日〜2020年8月末日終値ベース（月足）。時価総額は自己株式を含めて算出。

時価総額と株価の推移

0 2012年度2011年度 2013年度 2014年度 2016年度2015年度 2017年度 2018年度 2019年度 2021年度2020年度

5,000

時価総額*（億円）株価*（円）

1,200

6002,500

0

■ 株価　■ 時価総額　● 自社株買い実施
1,241

83

294

4,455
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